
0.22 0.24平均値 52.33 52.35 53.69 56.59 54.73平均値 57.57 57.63 58.13 59.87 56.74

全体総括

・本市の工業用水道については、「大阪市工業用水道
特定運営事業等」の運営権者である「みおつくし工業
用水コンセッション株式会社」が、工業用水道事業者
としての許認可を取得し、施設の更新・維持管理等の
業務や、工業用水道の利用開始・中止手続き及び料金
徴収等の工業用水道事業全般を行っています（運転管
理等の一部業務は、本市が水道事業と共同で実施）。
・本市と運営権者の連結決算において、令和５年度決
算の経営及び施設の老朽化に関する指標については、
当該事業を開始する前である令和３年度から大きくは
増減しておらず、経営面では一定の利益を確保し比較
的順調である一方、老朽化に関する指標は類似団体平
均値に比べても高い水準で推移している状況です。
・今後については、運営権者の業務の履行状況や経営
状況、要求水準の達成状況のモニタリング等を通じ
て、運営権者の経営ノウハウや先進技術、創意工夫を
最大限に活用した、効率的・効果的な事業運営とこれ
までと同等以上のサービス水準の確保が図られるよう
取り組んでいきます。
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当該値 0.23 0.28

平均値 0.77 0.24
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0.27 0.05当該値 78.23 78.87 78.58 78.80 78.62当該値 66.12 66.64 67.02 67.32 65.84
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2. 老朽化の状況

平均値 62.75 61.99 62.26 63.81 65.94平均値 41.59 40.29 40.41 41.58 42.67平均値 26.08 26.92 27.33 27.25 24.35平均値 106.98 103.06 100.74 95.67 106.76

当該値当該値 38.29 35.51 38.00 40.10 38.95 59.47 58.82 59.16 58.65当該値 42.57 37.35 35.70 34.02 38.63
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2. 老朽化の状況について

・①有形固定資産減価償却率は、資産の減価償却がど
の程度進んでいるか、また、②管路経年化率は法定耐
用年数を超過した管路の割合を示す指標です。
どちらも類似団体と比べて高くなっています。
・③管路更新率は、管路の更新ペースが把握できる指
標です。令和４年度までは、「大阪市工業用水道特定
運営事業」開始前に発注していた工事により管路更新
が発生していますが、令和５年度については、「大阪
市工業用水道特定運営事業」開始後、運営権者が行っ
た管路更新のみとなっているため、管路更新率が低く
なり、類似団体と比べて低い水準となっています。
　令和４年４月から大阪市工業用水道事業特定運営事
業等を事業開始しており、管路等の工業用水道施設に
ついては、状態監視保全方策を導入し、長寿命化を主
眼とした効率的・効果的な維持管理を実施していま
す。
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当該値 126.03 134.59 127.13 120.15 125.72

R02 R03 R04 R05

平均値 204.31 214.20 242.32 256.40 254.62平均値 578.19 638.35 521.36 549.67 599.10平均値 51.91 53.86 75.17 164.95 124.74平均値 117.47 115.38 113.53 111.03 112.45

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00123.55

R02 R03

33.26 26.18 17.70 12.63 7.88当該値 1,200.96 901.47 836.23 485.87 443.10
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

大阪市の工業用水道事業会計は、令和４年４月から民
間事業者に運営権を設定する「大阪市工業用水道特定
運営事業」を開始しており、収支構造が大きく変化し
ています。
本資料では経営状況や業務概況の実態を記載すること
を目的として、大阪市及び公共施設等運営権者の財務
諸表を連結した数値にて経営指標の算出をしていま
す。そのため、大阪市工業用水道事業会計として公開
している決算書記載の経営指標とは数値が異なりま
す。

・①経常収支比率は、黒字であれば100％以上となる
指標です。類似団体と比べて高く、常に100％を上
回っています。
・②累積欠損金は発生していません。
・③流動比率は、当座の支払能力を表す指標で、
100％以上であることが必要です。類似団体と比べて
低いものの、常に100％を上回っています。
・④企業債残高対給水収益比率は、企業債残高の規模
を示す指標です。類似団体と比べて低い水準となって
います。
・⑤料金回収率は、100％以上であれば健全な指標で
す。類似団体と比べて高く、常に100％を上回ってい
ます。
・⑥給水原価は、有収水量（料金の対象となった水
量）1㎥あたりにかかる費用を表す指標です。類似団
体と比べて高いものの、一定の水準で推移していま
す。
・⑦施設利用率は、高いほど健全な指標です。依然と
して50％を下回る水準であり、給水能力に余裕が生じ
ている状況となっています。
・⑧契約率は、100％に近いほど収益性が高く、適切
な投資ができているといえます。依然として契約水量
と施設規模に乖離が生じています。

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 127.01 131.91 122.57 119.27

類似団体平均値（平均値）

- 93.8 344 88,567 自治体職員 【】 令和5年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 151,000 中規模 1 58,338 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（令和5年度決算）
大阪府　大阪市

【事業概要】
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